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あらまし：近年，高齢者施設における生活の質やメンタルヘルスの向上が求められている．高齢者施設で

は，日頃よりレクリエーションが行われているが，それ以外の方法にも目を向ける必要がある．本研究は

施設高齢者のメンタルヘルスの向上において，報酬を伴う「仕事」の効果を検証し，職員教育へとつなげ

ることを目的とする．本稿では，仕事時とレクレーション時の幸福度について，表情分析を用いて調査し

た．その結果，レクレーション実施時と同様に仕事時も幸福度が高く，仕事を施設での活動として採用で

きると考えられる． 
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1. はじめに 
近年，日本では高齢化が急速に進行しており，そ

れに伴い様々な問題が発生している．従来の研究で，

施設入居者は在宅高齢者に比べて主観的健康度およ

び主観的幸福感の平均値が低い傾向にあることが明

らかになっている(1)．このことから，高齢者施設にお

いて入居者の健康度や幸福度の向上が必要である．   
また，健康指標において，労働者群は無就業者群

より統計的に有意に高い水準であったことを示す研

究事例があり(2)，仕事が自身の健康や生活機能の維

持に良い影響を及ぼすと考えられる．  
これらの事例より，「ただ単に長生きする」ことで

はなく，「質の高い生活を送る」ことがより幸福な人

生を送る上では重要視される，と言うことができる

のではないかと考えられる．そこで本研究では，高

齢者施設における仕事が入居者のメンタルヘルスの

維持・向上につながるという仮説の下，実験を実施

した． 
 

2. 研究目的 
本研究では，報酬の発生する仕事に取り組むこと

が，施設に入居する高齢者のメンタルヘルスに良い

影響を与えるかを調査することを目的とする．  
 

3. 実験内容 
3.1 実施場所および実験対象者 
本実験は，大阪府及び奈良県にある入居型高齢者

施設リールホームの利用者 10 名を対象に，施設運営

会社である(株)リールステージ協力のもと，本人お

よびご家族の同意を得て実施した．なお，本研究は，

大阪府立大学の研究倫理委員会の許可を得た上で実

施した． 
3.2 実験の流れ 
実験の概要を図 1 に示す． 

 
図１ 実験の流れ 

 
対象者を，報酬の発生する仕事を行う「仕事群」

（5 名）と報酬の発生しないレクレーションを実施

する「レクレーション群」(5 名)に分けた．仕事群は，

日頃から施設内で仕事に取り組んでおり，レクレー

ション群は，施設内で仕事をしたことがない入居者

で構成された． 
対象者は，それぞれ毎日 1 時間の作業を行い，5 日

間観察する．その際，作業時の様子を動画で撮影し

対象者の表情データを収集した．   
 

4. 評価指標 
4.1 感情分析 
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実験時に撮影した対象者の動画データを用いて，

作業中の表情から「感情の豊かさ」と「幸福度」の

分析を試みる．表情分析に用いるソフトウェアとし

て，Affectiva 社が提供する「心 sensor」(図 2)を使用

し，数値による客観的な評価を行った．心 sensor は，

Paul Ekman 氏によって開発された，FACS(Facial 
Action Coding System：顔面動作符号化システム)理論

と呼ばれる，人間の顔の動きを視認可能にする表情

理論と顔画像データベースを基に，感情の分析を行

う(3) ． 

 
図 2: 心 sensor による分析(製品イメージ） 

 
「感情の豊かさ」は，［喜び，怒り，軽蔑，嫌

悪，恐怖，悲しみ，驚き］の各感情の出現割合で評

価した．その中で，「幸福度」と関連のある値とし

て「喜び」の感情を抽出した． 
4.2 質的分析(インタビュー) 
作業後，対象者および施設職員を対象にインタビ

ュー調査を実施した．対象者向けのインタビューで

は，うつ症状と幸福度について質問し，それぞれ

「QIDS-J」(4)，「主観的幸福感尺度（LSI-Z）」(5)を用

いて評価を行った．また施設職員に対しては，観察

者として対象者の様子の変化などについて，オンラ

イン形式でインタビューを実施した． 
 
5. 結果 
5.1 感情分析 
表 1 に作業中の各感情の出現割合（平均値）を示

す． 
表 1：作業中の各感情の出現割合の平均 

 有意な感情値(単位：％) 
 喜び 怒り 軽蔑 嫌悪 恐怖 悲しみ 驚き 

レクレー

ション群 

48.07 0.92 4.53 3.85 2.47 26 14.16 

仕事群 34.78 4.89 2.39 5.57 5.26 17.76 29.35 

 
レクレーション群では 48.07%，仕事群でも 34.78%

と両群共に「喜び」の感情が占める割合が最も高か

った．一方で，レクレーション群が仕事群より各群

における割合を多く占めていた．したがって，「仕事

によって幸福度が上昇する」とは言えない結果とな

った． 

5.2 質的分析(インタビュー) 
現在分析中であり，発表時に報告する予定である． 
 

6. 考察 
 今回の実験は，レクレーション群の方が喜びの感

情が多いという結果となった．これは，レクレーシ

ョンに取り組む際は純粋に楽しんでいる様子が喜び

の感情として記録されたものであると考えられる．

一方で，仕事に取り組んでいる際は表情が真剣にな

り喜びの感情が現れにくかったからであると考えら

れる．  
 
7. 今後の展望 
 喜びの感情の割合には両群の間に差が見られた

ものの、それの感情が占める割合は他の感情より高

かった．このことから，高齢者施設における活動に，

仕事という選択肢を挙げることができるのではない

かと考えられる． 

また今後の研究によって，仕事に取り組むことで

身体的ないし精神的な健康度に改善が見られれば，

高齢者の生活の質を向上する手法として提案するこ

とができる．更に，高齢者が労働に携わることがで

きる環境が増加すれば，生産年齢人口の減少(6)によ

る労働力の減少に対応することが可能になると考え

られる． 
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